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現行の診療報酬上の手術分類（Ｋコード）については、診療報酬改定ごとに、様々な
追加等が行われてきたが、イノベーションの進展に伴い手術の多様化・高度化等が進
む中で、一定の限界が指摘されている。一方、臨床的な観点から、外科系学会社会保
険委員会連合（外保連）により整理されている手術・手技の分類として、外保連手術
試案の手術の基幹コード（STEM７）がある。整形外科領域には一つの Kコードに手術
部位の異なる複数の STEM7コードを有している手術が多く、精緻化及び合理化の妥当
性が示唆されている。本研究では、整形外科領域において、潜在的に精緻化・合理化
が可能と考える術式分類について、専門領域の整形外科医を含むスペシャリストと共
にレビュー・検討を実施し、新たな術式分類を提案することを目的とした。 

研究班では、外保連、日本整形外科学会およびサブスペシャリティ学会と連携し、
外保連内に「K コード整理に伴う整形外科領域のプロジェクトチーム」を構築、デー
タ解析を介したエビデンスに基づく術式分類の整理を主導した。プロジェクトチーム
において、主要な整形外科領域の手術術式を選定し、全国 DPC データを用いて K コ
ード×STEM7 の組み合わせごとの度数と麻酔時間の分布の評価を実施した。 
評価からは STEM7で分類された手術術式間で麻酔時間分布の違いがあることが示さ

れ、手術の難易度やコストなども含めた総合的な評価の結果、複数のＫコードでの手
術分類において、根本的な差異を持った手術術式が内在する場合があると考えられた。
プロジェクトチームにおいて、精査を行った術式に関する総合的な評価を参考に、さ
らに広範に整形外科領域の術式のレビューを実施した結果、外保連試案や
International Classification of Health Interventions（ICHI）に倣った、部位を
基軸としそこに術式を掛けあわせる形での手術分類の体系化が望ましいとの結論に至
った。この結論に基づいて、整形外科領域における複数の手術術式に関する新たな術
式分類を作成した。 
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Ａ．研究目的 
現行の診療報酬上の手術分類（Ｋコー

ド）については、診療報酬改定ごとに、
様々な追加等が行われてきたが、イノベー
ションの進展に伴い手術の多様化・高度化
等が進む中で、一定の限界が指摘されてい
る。実施されなくなった一部の技術が廃
止・削除され、新たな技術が複雑な枝番号
によって新規収載されている実態がある。
手術分類体系としての問題点として、細分
類における部位と術式の混在があり、一定
の規則・分類基準などが存在しないことな
どが指摘されている。また、同じ K コード
が複数の手術に適用されていることから、
医療資源の投入量が異なる手術が同一のコ
ードで分類されており、診療報酬の設計か
らも問題があると考えられる。 
臨床的な観点から、外科系学会社会保険

委員会連合（外保連）により整理されてい
る手術・手技の分類として、外保連手術試
案の手術の基幹コード（STEM７）1があ
り、基本構造の操作対象部位、基本操作、
アプローチ方法、アプローチ補助機器の４
カテゴリーのコードの組み合わせで手術・
手技を分類している。平成 30 年よりDPC
データにて Kコードに並行して STEM7 の
収集が実施されており、DPC データを用
いることで、K コードと STEM７がどのよ

うな組み合わせで登録され、STEM7 の網
羅的かつ細分化された手術分類と現行の K
コードによる手術分類との比較と精度の議
論が可能である。また、World Health 
Organization によって開発された
International Classification of health 
interventions (ICHI)2-5による国際統計の
推進がなされる中で、我が国における医療
技術の分類・評価法も ICHI に対応してい
く必要があるが、外保連の STEM７は
ICHI に準拠した形で作成されている。 

2021年度厚労科研「公的医療保険にお
ける外科手術等の医療技術の評価及びその
活用方法等に関する研究」研究班（研究代
表者：岩中督）では、整形外科・心臓外
科・消化器外科領域の一部手術術式につい
て、同一の Kコードであっても STEM7 の
異なる手術術式において、麻酔時間の分布
が異なることが報告された。例えば人工関
節置換術においては、肩・股・膝関節が同
一の K コードであるが、麻酔時間の分布が
異なっていた（中央値：肩関節（180-199
分）、膝関節（160-179 分）、股関節（140-
159 分））。これらの手術術式については、
手術に際する医療資源利用が異なる可能性
が高く、Ｋコードを精緻化することが合理
的であると示唆された。この報告に基づ
き、令和 4 年度医療技術評価分科会（医技
評）において、整形外科領域を対象とした
新しい術式分類の検討を実施することとな
った。本研究は、整形外科領域において、
潜在的に精緻化・合理化が可能と考える術
式分類について、専門領域の整形外科医を
含むスペシャリストと共にレビュー・検討
を実施し、新たな術式分類を提案すること
を目的とした。 
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Ｂ．研究方法 
 
1.1．実施概要 
 
本研究班の主導のもと、外保連、日本整形

外科学会およびサブスペシャリティ学会が
連携し、「K コード整理に伴う整形外科領域
のプロジェクトチーム」を外保連内に構築
した（参考資料１）。プロジェクトチームで
は、整形外科領域の手術術式を候補として
リストアップし、その整理の方向性を議論
した上で、各サブスペシャリティ専門家が
主要な評価対象となりうる術式の選定を行
った。選定された術式については、過去の研
究アプローチ同様に保険局の全国DPCデー
タを用いて、K コードと STEM7 の組み合わ
せごとの麻酔時間の分布を評価した 6。 

リアルワールドデータを用いた術式分類
の評価に加え、臨床的な観点からも各術式
の難易度や資源投入量などを含めた総合的
な評価をプロジェクトチーム内で実施した。
さらに、主要術式に関する評価を基盤に、新
しい手術分類のあるべき姿について議論を
実施した。この議論に基づいて、広範な術式
を対象に整理を行い、整形外科領域におけ
る部位を基軸とした新しい術式分類の提案
をまとめた。 

一方、過去の心臓外科領域における DPC
データに基づいた検討では、単弁形成術に
おいて麻酔時間が 540 分以上である症例が
一定数以上存在していた。その妥当性を評
価するために、日本心臓血管外科手術デー
タベース（JCVSD）7,8の協力のもと、レジ
ストリに登録された手術時間の分布を評価
した。R4 年の単年度の検討においては症例

数が限られていたが、対象年を拡大し、同一
の K コードで分類される単独僧帽弁形成術、
単独大動脈弁形成術、単独三尖弁形成術肝
の手術時間の差について、評価を実施した。 
  
1.2．データソース 
 
リアルワールドデータに基づく術式分類

の評価については、各 Kコードと STEM7
の組み合わせにおける麻酔時間の分布評価
を実施したが、保険局の提供する全国
DPC データをデータソースとして使用し
た。詳細は R4年報告に記載の通りだが、
DPC データは健康保険法第 77 条第 2 項お
よび第 3項に基づき、厚生労働省が収集お
よび管理し、同法第 150 条の 2 第 1項の規
定により第三者に提供される診療等関連情
報を指す 9。本研究では、実施手術の Kコ
ードと STEM7 コードを含む様式 1（簡易
診療録情報）と全身麻酔管理に関する請求
情報を含む E ファイル（出来高レセプト情
報）を使用した 10。本報告書における
DPC データに関する資料は、匿名化され
た診療等関連情報を基に研究班が独自に作
成・加工したものであり、厚生労働省が作
成・公表する統計等とは異なる。 
レジストリに基づいた手術時間分布の評

価については R４年同様に JCVSDのレジ
ストリデータを用いた。JCVSD は 2001 年
より開始された心臓血管外科手術のレジス
トリであり、心臓血管外科専門医制度との
連携のもと日本におけるほぼすべての心臓
血管外科手術が登録される。 
 
1.3．対象集団 

DPC データ解析の対象集団については
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R4 年報告の通り。2019-2020 年度（2019
年４月～2021年 3 月の退院症例を対象と
する）の DPCデータを用いて、対象術式
における麻酔時間の抽出を実施した。対象
術式の選定はプロジェクトチームの整形外
科スペシャリストがそれぞれの専門領域の
術式より行った。 
レジストリに基づいた手術時間分布の評

価については、R４年より対象年を拡大し
2019年 4 月から 2021 年 3 月に実施された
単弁形成術症例で側方開胸例とロボット支
援手術例を除外したものを対象にした。 
 
1.4. 評価項目 
 

DPC データ E ファイルの全身麻酔実施
コードの「使用量」情報を用いて手術当日
の総麻酔時間を集計 11、０分から 1200 分
までの２０分ごとに分類した。 
レジストリに基づいた手術時間分布評価

については対象症例におけるレジストリに
登録された手術時間を使用した。 
 
1.5. 統計解析 
 

DPC に基づく麻酔時間についてはその
頻度分布を評価し、中央値、5th, 25th, 75th, 
95thのパーセンタイル値を算出した。また
２０分ごとの分類で麻酔時間のヒストグラ
ムを作成した。 
 レジストリに基づく手術時間分布評価に
ついては手術時間の分布をヒストグラムと
中央値、5th, 25th, 75th, 95th のパーセンタ
イル値にて評価した。 
 
2. 整形外科領域における新しい手術分類

の提案 
 
プロジェクトチームにて主要な手術術式を
対象に、麻酔時間の分布などのエビデンス
および臨床的な評価と人的・その他資源の
投入に基づく総合的な判断により、既存分
類の評価を実施した。また、新たな分類方
法の方針について議論を行い、それに基づ
く分類方法の提案、レビュー、修正を繰り
返し実施した。 
 
（倫理面への配慮） 
厚生労働省保険局の DPC データおよび

JCVSD レジストリデータを用いた本研究
の実施については、東京大学医学部倫理委
員会より実施に関する承認を得た。 
 
 
Ｃ．研究結果 
 

１．実臨床データからのエビデンス 

 

選択された主要術式における DPC デー
タに基づいた麻酔時間の分布の評価につい
ては R4報告書に記載の通り。資料１に関
連資料を再掲する。 

 同一 K コードを持つ複数の術式におい
て、麻酔時間の分布が異なるものが確認さ
れ、人的リソースや手術時間などの違いを
示唆する結果であった。 

 

2. 各サブスペシャリティからのレコメン
デーション 

 

DPC データに基づく麻酔時間の分布を術
式間の比較の材料として、判断のサポート
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のためのエビデンスに位置づけ、分類につ
いてはエキスパートの視点から外科手術的
位置づけ、手術難易度、そして手術の実施
にあたって使用される人的・材料などを含
めたコストなどを総合的に判断した上で、
対象とした主要術式について、各サブスペ
シャリティより精緻化・合理化のレコメン
デーションをまとめた。資料２に掲載す
る。 

 

３．新しい術式分類における基本方針 

 

プロジェクトチームにおける議論のも
と、新しい術式分類の方針として、STEM7

および International Classification of Health 

Interventions (ICHI)にならい、対象臓器を
基準にした分類を主眼とした。この方針に
基づいて、新たな分類においては、現行の
K コードの一部について、精緻化が必要だ
と考えられた。資料３にプロジェクトチー
ムにおける議論に基づいた整形外科領域に
おける関節に関連する手術コードの精緻化
の例をまとめる。 

 

４．レジストリを用いた手術時間の評価 

 

2019年 4月 1日から 2021 年 3月 31 日
の間に手術が行われた JCVSD 登録症例は
139,445 件あった。そのうち正中開胸の単
独僧帽弁形成術、単独大動脈弁形成術、単
独三尖弁形成術症例はそれぞれ 2126 症
例、221 症例、75 症例であった。手術時間
の分布・ヒストグラムを資料４に掲載す
る。 

単独僧帽弁形成手術については手術時間
の中央値（25-75パーセンタイル値）は

264 分（220-319）であった。手術時間で
540 分を超える症例は 25例（1.2％）であ
った。単独大動脈弁形成術については、手
術時間の中央値（25-75 パーセンタイル
値）は 297分（245-373）で、手術時間で
540 分を超える症例は４例（1.8％）であっ
た。単独三尖弁形成術については手術時間
の中央値（25-75パーセンタイル値）は
250 分（190-308）で、手術時間で 540 分を
超える症例は２例（2.7％）であった。 

 対象症例数の少なさからくる集計値の不
安定さにも考慮が必要だが、特に単独大動
脈弁形成術とそれ以外の２術式との間には
手術時間の分布に差がある結果であった。 

 

Ｄ．考察 

整形外科領域の手術分類について、外保
連手術委員会との連携のもと、サブスペシ
ャリティ専門家とのプロジェクトチームを
構築し、エビデンスに基づいた新しい手術
分類に関する検討を実施した。主要な対象
症例を選択し、DPC データを用いて K コ
ードと STEM7 の組み合わせごとに麻酔時
間の分布を評価し、また臨床的な観点から
も総合的に各術式を吟味、同一の K コード
で分類された術式間にも根本的な差異が存
在する場合があると考えられた。検討に基
づいて、新しい手術分類における基本方針
を確認し、STEM7や ICHIに倣った手術部
位を基軸とした整形外科領域における関節
手術の新しい手術分類を提案した。 

心臓血管外科領域においても、例として
評価を実施した単独弁形成術について、レ
ジストリ上で手術時間の分布の評価を実施
し、大動脈弁形成術とそれ以外の三尖弁・
僧帽弁手術の手術時間の分布の違いが示さ
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れた。ただし、大動脈弁形成術は、僧帽弁
形成術・三尖弁形成術に比しいまだ定型的
手術とはなっておらず（各術式総数におけ
る形成術の割合は大動脈弁位ではかなり小
さい）、施設間や症例間のバラツキが大き
いと推測される。 

   

Ｅ．結論 

整形外科領域において新しい手術分類の
提案のための検討を実施した。全国 DPC

データを用いたエビデンスやサブスペシャ
リティ専門家の臨床的観点などの総合的な
評価に基づいた新たな分類の必要性につい
ては、令和５年度第 2 回診療報酬調査専門
組織・医療技術評価分科会へ参考資料が提
出された（技－１参考１）（資料３）。令和
6 年 1月 15 日の同分科会では、令和６年
度改訂の次の改定に向けて検討等を行って
いくことが報告された。令和６年度改定の
次の改定に向けての作業として、新たな整
形外科領域全体の K コードの公開、関係者
間のパブリックコメントなどを経て、新分
類案を決定することが見込まれる。同時
に、新分類により個々の手術の技術度、手
術時間が確定し、投入される医療資源も明
確になることから、外保連試案に則り診療
報酬の適正な評価も確定されねばならない
と考察する。 
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資料２．精緻化・合理化対象術式案 

 

【人工関節領域】 

下記の各術式の部位に関する精緻化（分離） 

K081-1  人工骨頭挿入術  股関節・肩関節 

K082-1  人工関節全置換術  股関節・膝関節・肩関節 

K083-1  人工関節再置換術  股関節・膝関節・肩関節 

 

【手外科領域】 

下記の各術式の部位に関する精緻化（分離） 

K066-2  関節滑膜切除術  肘・手 

K066-2-2 関節鏡下関節滑膜切除術  肘・手 

K074-2 靭帯断裂縫合術  肘・手・手指 

K079-2 靭帯断裂形成術  肘・手・手指 

 

下記の術式の操作に関する精緻化（分離） 

K069-2 三角線維軟骨複合体切除術（関節鏡下）・縫合術  

  切除術・縫合術 

下記の術式の部位に関する統合 

K040 腱移行術  その他のもの（肘・手・足） 

 

【骨折治療領域】 

下記の術式に対する部位の精緻化（分離） 

K061  関節脱臼非観血的整復術 

K063  関節脱臼観血的整復術 

K073  関節内骨折観血的手術 

K073−2  関節鏡下関節内骨折観血的手術 

  肩・胸鎖・肩鎖・肘・手関節・手指の関節・股・膝・ 

   足関節/距骨下関節/ショパール関節/リスフラン関節・足趾の関節  

 

K044  骨折非観血的整復術 

K045  骨折経皮的鋼線刺入固定術 

K046  骨折観血的手術 

K046−2  観血的整復固定術（インプラント周囲骨折に対するもの） 

K056  偽関節手術 

K057  変形治癒骨折矯正手術 



 

 

  肩甲骨・上腕骨・前腕骨・手舟状骨・手根骨・中手骨・手指・大腿骨・ 

  下腿骨・膝蓋骨・足根骨・中足骨・足趾骨 

 

【脊椎脊髄病領域】 

下記の術式に対する部位の精緻化（分離） 

K046-3 一時的創外固定骨折治療術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K049 3 骨部分切除術・その他 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K050 3 腐骨摘出術・その他 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K057 3 変形治癒骨折矯正手術・その他 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K116 脊椎、骨盤骨掻爬術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K117 脊椎脱臼非観血的整復術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K118 脊椎、骨盤脱臼観血的手術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

Ｋ１２６ 1  脊椎、骨盤骨（軟骨）組織採取術（試験切除によるもの）・棘 突起、腸骨翼 

  頚椎・胸椎・腰椎 

Ｋ１２６ 2  脊椎、骨盤骨（軟骨）組織採取術（試験切除によるもの）・その他 

  頚椎・胸椎・腰椎 

Ｋ１２８  脊椎、骨盤内異物（挿入物）除去術  

  頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K131-2 内視鏡下椎弓切除術 頚椎・胸椎・腰椎  

K133 黄色靱帯骨化症手術 頚椎・胸椎・腰椎 

K133-2 後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）  

  頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K134 1 椎間板摘出術(前方摘出術) 頚椎・胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K134 2 椎間板摘出術(後方摘出術) 頚椎・胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K134 3 椎間板摘出術(側方摘出術) 頚椎・胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K134 4 椎間板摘出術(経皮的) 頚椎・胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K134-2 1 椎間板摘出術(胸椎・腰椎前方摘出術)(鏡視下) 

  胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K134-2 2 椎間板摘出術(後方摘出術)(鏡視下)  

  頚椎・胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K134-3 椎体・椎間板置換術 頚椎 

K134-4 椎間板髄核融解術 腰椎、腰仙移行部 

K135 脊椎良性腫瘍切除術 頚椎・胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K136 脊椎悪性腫瘍手術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K136-2 脊椎腫瘍全摘出および再建術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K138 1 脊椎披裂手術(神経処置を伴う)  



 

 

K138 2 脊椎披裂手術(神経処置を伴わない) 

K139 脊椎骨切り術 頚椎・胸椎・腰椎 

K141-3 脊椎制動術 頚椎・胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K142 1 脊椎固定術(前方固定) 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142 2 脊椎固定術(後方固定、椎体に達しない)  

  頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142 3 脊椎固定術(後方固定、椎体に達する)   

  頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142 4 脊椎固定術(前方後方同時手術) 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142 5 脊椎椎弓切除術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142 6 脊椎椎弓形成術 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142-2 1 脊椎側彎症手術 固定術 脊椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142-2 2 イ 脊椎側彎症手術 矯正術(初回挿入) 脊椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142-2 2 ハ 脊椎側彎症手術 矯正術(伸展術) 脊椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142-2 2 ロ 脊椎側彎症手術 矯正術(交換術) 脊椎、頭頚移行部・腰仙移行部 

K142-3 内視鏡下脊椎固定術（胸椎又は腰椎前方固定）  

  胸椎・腰椎、腰仙移行部 

K142-4 椎体形成術(経皮的) 胸椎・腰椎 

K142-5 頚椎椎弓形成術(内視鏡下) 頚椎・胸椎・腰椎、頭頚移行部・腰仙移行部 



 

 

資料３．整形外科関節領域における新しい術式分類の提案 

令和 4 年 

コード 
手 術 名 新しい術式名 

K060 1 関節切開術 肩、股、膝 肩関節切開術 

K060 1 関節切開術 肩、股、膝 股関節切開術 

K060 1 関節切開術 肩、股、膝 膝関節切開術 

K060 2 関節切開術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節切開術 

K060 2 関節切開術 胸鎖、肘、手、足 肘関節切開術 

K060 2 関節切開術 胸鎖、肘、手、足 手関節切開術 

K060 2 関節切開術 胸鎖、肘、手、足 足関節切開術 

K060 3 関節切開術 肩鎖、指(手、足) 肩鎖関節切開術 

K060 3 関節切開術 肩鎖、指(手、足) 手指鎖関節切開術 

K060 3 関節切開術 肩鎖、指(手、足) 足趾関節切開術 

K060-2 1 
肩甲関節周囲沈着石灰摘出術 観血的に行う

もの 
肩甲関節周囲沈着石灰摘出術 

K060-2 2 
肩甲関節周囲沈着石灰摘出術 関節鏡下で行

うもの 
肩甲関節周囲沈着石灰摘出術（関節鏡下） 

K060-3 1 化膿性又は結核性関節炎掻爬術 肩、股、膝 化膿性又は結核性肩関節炎掻爬術 

K060-3 1 化膿性又は結核性関節炎掻爬術 肩、股、膝 化膿性又は結核性股関節炎掻爬術 

K060-3 1 化膿性又は結核性関節炎掻爬術 肩、股、膝 化膿性又は結核性膝関節炎掻爬術 

K060-3 2 
化膿性又は結核性関節炎掻爬術 胸鎖、肘、

手、足 
化膿性又は結核性胸鎖関節炎掻爬術 

K060-3 2 
化膿性又は結核性関節炎掻爬術 胸鎖、肘、

手、足 
化膿性又は結核性肘関節炎掻爬術 

K060-3 2 
化膿性又は結核性関節炎掻爬術 胸鎖、肘、

手、足 
化膿性又は結核性手関節炎掻爬術 

K060-3 2 
化膿性又は結核性関節炎掻爬術 胸鎖、肘、

手、足 
化膿性又は結核性足関節炎掻爬術 

K060-3 3 
化膿性又は結核性関節炎掻爬術 肩鎖、指

(手、足) 
化膿性又は結核性肩鎖関節炎掻爬術 

K060-3 3 
化膿性又は結核性関節炎掻爬術 肩鎖、指

(手、足) 
化膿性又は結核性手指関節炎掻爬術 

K060-3 3 
化膿性又は結核性関節炎掻爬術 肩鎖、指

(手、足) 
化膿性又は結核性足趾関節炎掻爬術 

K061 1 関節脱臼非観血的整復術 肩、股、膝 肩関節脱臼非観血的整復術 



 

 

K061 1 関節脱臼非観血的整復術 肩、股、膝 股関節脱臼非観血的整復術 

K061 1 関節脱臼非観血的整復術 肩、股、膝 膝関節脱臼非観血的整復術 

K061 2 関節脱臼非観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節脱臼非観血的整復術 

K061 2 関節脱臼非観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 肘関節脱臼非観血的整復術 

K061 2 関節脱臼非観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 手関節脱臼非観血的整復術 

K061 2 関節脱臼非観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 足関節、距骨周囲関節脱臼非観血的整復術 

K061 3 
関節脱臼非観血的整復術 肩鎖、指(手、足)、

小児肘内障 
肩鎖関節脱臼非観血的整復術 

K061 3 
関節脱臼非観血的整復術 肩鎖、指(手、足)、

小児肘内障 
小児肘内障非観血的整復術 

K061 3 
関節脱臼非観血的整復術 肩鎖、指(手、足)、

小児肘内障 
手指関節脱臼非観血的整復術 

K061 3 
関節脱臼非観血的整復術 肩鎖、指(手、足)、

小児肘内障 
足趾関節脱臼非観血的整復術 

K062 1 
先天性股関節脱臼非観血的整復術（両側） リ

ーメンビューゲル法 

先天性股関節脱臼非観血的整復術（両側） リ

ーメンビューゲル法 

K062 2 
先天性股関節脱臼非観血的整復術（両側） そ

の他 

先天性股関節脱臼非観血的整復術（両側） そ

の他 

K063 1 関節脱臼観血的整復術 肩、股、膝 肩関節脱臼観血的整復術 

K063 1 関節脱臼観血的整復術 肩、股、膝 股関節脱臼観血的整復術 

K063 1 関節脱臼観血的整復術 肩、股、膝 膝関節脱臼観血的整復術 

K063 2 関節脱臼観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節脱臼観血的整復術 

K063 2 関節脱臼観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 肘関節脱臼観血的整復術 

K063 2 関節脱臼観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 手関節脱臼観血的整復術 

K063 2 関節脱臼観血的整復術 胸鎖、肘、手、足 足関節、距骨周囲関節脱臼観血的整復術_ 

K063 3 関節脱臼観血的整復術 肩鎖、指（手、足） 肩鎖関節脱臼観血的整復術 

K063 3 関節脱臼観血的整復術 肩鎖、指（手、足） 手指関節脱臼観血的整復術 

K063 3 関節脱臼観血的整復術 肩鎖、指（手、足） 足趾関節脱臼観血的整復術 

K064 先天性股関節脱臼観血的整復術 先天性股関節脱臼観血的整復術 

K065 1 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 肩、股、

膝 
肩関節関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065 1 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 肩、股、

膝 
股関節関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065 1 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 肩、股、

膝 
膝関節関節内異物(挿入物を含む。)除去術 



 

 

K065 2 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 胸鎖、

肘、手、足 
肘関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065 2 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 胸鎖、

肘、手、足 
手関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065 2 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 胸鎖、

肘、手、足 
足関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065 3 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 肩鎖、指

(手、足) 
肩鎖関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065 3 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 肩鎖、指

(手、足) 
手指関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065 3 
関節内異物(挿入物を含む。)除去術 肩鎖、指

(手、足) 
足趾関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

K065-2 1 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

肩、股、膝 

肩関節関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関

節鏡下） 

K065-2 1 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

肩、股、膝 

股関節関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関

節鏡下） 

K065-2 1 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

肩、股、膝 

膝関節関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関

節鏡下） 

K065-2 2 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

胸鎖、肘、手、足 

肘関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関節鏡

下） 

K065-2 2 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

胸鎖、肘、手、足 

手関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関節鏡

下） 

K065-2 2 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

胸鎖、肘、手、足 

足関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関節鏡

下） 

K065-2 3 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

肩鎖、指(手、足) 

肩鎖関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関節

鏡下） 

K065-2 3 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

肩鎖、指(手、足) 

手指関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関節

鏡下） 

K065-2 3 
関節鏡下関節内異物(挿入物を含む。)除去術 

肩鎖、指(手、足) 

足趾関節内異物(挿入物を含む。)除去術（関節

鏡下） 

K066 1 関節滑膜切除術 肩、股、膝 肩関節滑膜切除術 

K066 1 関節滑膜切除術 肩、股、膝 股関節滑膜切除術 

K066 1 関節滑膜切除術 肩、股、膝 膝関節滑膜切除術 

K066 2 関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節滑膜切除術 

K066 2 関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 肘関節滑膜切除術 



 

 

K066 2 関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 手関節滑膜切除術 

K066 2 関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 足関節滑膜切除術 

K066 3 関節滑膜切除術 肩鎖、指(手、足) 手指関節滑膜切除術 

K066 3 関節滑膜切除術 肩鎖、指(手、足) 足趾関節滑膜切除術 

K066-2 1 関節鏡下関節滑膜切除術 肩、股、膝 肩関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 1 関節鏡下関節滑膜切除術 肩、股、膝 股関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 1 関節鏡下関節滑膜切除術 肩、股、膝 膝関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 2 関節鏡下関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 2 関節鏡下関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 肘関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 2 関節鏡下関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 手関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 2 関節鏡下関節滑膜切除術 胸鎖、肘、手、足 足関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 3 関節鏡下関節滑膜切除術 肩鎖、指(手、足) 手指関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-2 3 関節鏡下関節滑膜切除術 肩鎖、指(手、足) 足趾関節滑膜切除術（関節鏡下） 

K066-3 3 滑液膜摘出術 肩鎖、指(手、足) 肩鎖関節滑液膜摘出術 

K066-4 3 関節鏡下滑液膜摘出術 肩鎖、指(手、足) 肩鎖関節滑液膜摘出術（関節鏡下） 

K066-5 膝蓋骨滑液嚢切除術 膝蓋骨滑液嚢切除術 

K066-6 関節鏡下膝蓋骨滑液嚢切除術 膝蓋骨滑液嚢切除術（関節鏡下） 

K067 1 関節鼠摘出手術 肩、股、膝 肩関節鼠摘出手術 

K067 1 関節鼠摘出手術 肩、股、膝 股関節鼠摘出手術 

K067 1 関節鼠摘出手術 肩、股、膝 膝関節鼠摘出手術 

K067 2 関節鼠摘出手術 胸鎖、肘、手、足 肘関節鼠摘出手術 

K067 2 関節鼠摘出手術 胸鎖、肘、手、足 手関節鼠摘出手術 

K067 2 関節鼠摘出手術 胸鎖、肘、手、足 足関節鼠摘出手術 

K067 3 関節鼠摘出手術 肩鎖、指(手、足) 肩鎖関節鼠摘出手術 

K067 3 関節鼠摘出手術 肩鎖、指(手、足) 手指関節鼠摘出手術 

K067 3 関節鼠摘出手術 肩鎖、指(手、足) 足趾関節鼠摘出手術 

K067-2 1 関節鏡下関節鼠摘出手術 肩、股、膝 肩関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 1 関節鏡下関節鼠摘出手術 肩、股、膝 股関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 1 関節鏡下関節鼠摘出手術 肩、股、膝 膝関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 2 関節鏡下関節鼠摘出手術 胸鎖、肘、手、足 肘関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 2 関節鏡下関節鼠摘出手術 胸鎖、肘、手、足 手関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 2 関節鏡下関節鼠摘出手術 胸鎖、肘、手、足 足関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 3 関節鏡下関節鼠摘出手術 肩鎖、指(手、足) 肩鎖関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 3 関節鏡下関節鼠摘出手術 肩鎖、指(手、足) 手指関節鼠摘出手術（関節鏡下） 

K067-2 3 関節鏡下関節鼠摘出手術 肩鎖、指(手、足) 足趾関節鼠摘出手術（関節鏡下） 



 

 

K072 1 関節切除術 肩、股、膝 肩関節切除術 

K072 1 関節切除術 肩、股、膝 股関節切除術 

K072 1 関節切除術 肩、股、膝 膝関節切除術 

K072 2 関節切除術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節切除術 

K072 2 関節切除術 胸鎖、肘、手、足 肘関節切除術 

K072 2 関節切除術 胸鎖、肘、手、足 手関節切除術 

K072 2 関節切除術 胸鎖、肘、手、足 足関節切除術 

K072 3 関節切除術 肩鎖、指（手、足） 肩鎖関節切除術 

K072 3 関節切除術 肩鎖、指（手、足） 手指関節切除術 

K072 3 関節切除術 肩鎖、指（手、足） 足趾関節切除術 

K073 1 関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、肘 肩関節内骨折観血的手術 

K073 1 関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、肘 肘関節内骨折観血的手術 

K073 1 関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、肘 股関節内骨折観血的手術 

K073 1 関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、肘 膝関節内骨折観血的手術 

K073 2 関節内骨折観血的手術 胸鎖、手、足 胸鎖関節内骨折観血的手術 

K073 2 関節内骨折観血的手術 胸鎖、手、足 手関節内骨折観血的手術 

K073 2 関節内骨折観血的手術 胸鎖、手、足 足関節、距骨周囲関節内骨折観血的手術 

K073 3 関節内骨折観血的手術 肩鎖、指（手、足） 肩鎖関節内骨折観血的手術 

K073 3 関節内骨折観血的手術 肩鎖、指（手、足） 手指関節内骨折観血的手術 

K073 3 関節内骨折観血的手術 肩鎖、指（手、足） 足趾関節内骨折観血的手術 

K073-2 1 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、

肘 
肩関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 1 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、

肘 
肘関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 1 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、

肘 
股関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 1 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 肩、股、膝、

肘 
膝関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 2 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 胸鎖、手、

足 
胸鎖関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 2 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 胸鎖、手、

足 
手関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 2 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 胸鎖、手、

足 

足関節、距骨周囲関節内骨折観血的手術（関節

鏡下） 



 

 

K073-2 3 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 肩鎖、指

（手、足） 
肩鎖関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 3 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 肩鎖、指

（手、足） 
手指関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K073-2 3 
関節鏡下関節内骨折観血的手術 肩鎖、指

（手、足） 
足趾関節内骨折観血的手術（関節鏡下） 

K075 1 非観血的関節授動術 肩、股、膝 非観血的肩関節授動術 

K075 1 非観血的関節授動術 肩、股、膝 非観血的股関節授動術 

K075 1 非観血的関節授動術 肩、股、膝 非観血的膝関節授動術 

K075 2 非観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 非観血的胸鎖関節授動術 

K075 2 非観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 非観血的肘関節授動術 

K075 2 非観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 非観血的手関節授動術 

K075 2 非観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 非観血的足関節授動術 

K075 3 非観血的関節授動術 肩鎖、指(手、足) 非観血的肩鎖関節授動術 

K075 3 非観血的関節授動術 肩鎖、指(手、足) 非観血的手指関節授動術 

K075 3 非観血的関節授動術 肩鎖、指(手、足) 非観血的足趾関節授動術 

K076 1 観血的関節授動術 肩、股、膝 観血的肩関節授動術 

K076 1 観血的関節授動術 肩、股、膝 観血的股関節授動術 

K076 1 観血的関節授動術 肩、股、膝 観血的膝関節授動術 

K076 2 観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 観血的胸鎖関節授動術 

K076 2 観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 観血的肘関節授動術 

K076 2 観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 観血的手関節授動術 

K076 2 観血的関節授動術 胸鎖、肘、手、足 観血的足関節授動術 

K076 3 観血的関節授動術 肩鎖、指（手、足） 観血的肩鎖関節授動術 

K076 3 観血的関節授動術 肩鎖、指（手、足） 観血的手指関節授動術 

K076 3 観血的関節授動術 肩鎖、指（手、足） 観血的足趾関節授動術 

K076-2 1 関節鏡下関節授動術 肩、股、膝 肩関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 1 関節鏡下関節授動術 肩、股、膝 股関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 1 関節鏡下関節授動術 肩、股、膝 膝関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 2 関節鏡下関節授動術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 2 関節鏡下関節授動術 胸鎖、肘、手、足 肘関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 2 関節鏡下関節授動術 胸鎖、肘、手、足 手関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 2 関節鏡下関節授動術 胸鎖、肘、手、足 足関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 3 関節鏡下関節授動術 肩鎖、指（手、足） 肩鎖関節授動術（関節鏡下） 

K076-2 3 関節鏡下関節授動術 肩鎖、指（手、足） 手指関節授動術（関節鏡下） 



 

 

K076-2 3 関節鏡下関節授動術 肩鎖、指（手、足） 足趾関節授動術（関節鏡下） 

K077 1 観血的関節制動術 肩、股、膝 観血的肩関節制動術 

K077 1 観血的関節制動術 肩、股、膝 観血的股関節制動術 

K077 1 観血的関節制動術 肩、股、膝 観血的膝関節制動術 

K077 2 観血的関節制動術 胸鎖、肘、手、足 観血的胸鎖関節制動術 

K077 2 観血的関節制動術 胸鎖、肘、手、足 観血的肘関節制動術 

K077 2 観血的関節制動術 胸鎖、肘、手、足 観血的手関節制動術 

K077 2 観血的関節制動術 胸鎖、肘、手、足 観血的足関節制動術 

K077 3 観血的関節制動術 肩鎖、指(手、足) 観血的肩鎖関節制動術 

K077 3 観血的関節制動術 肩鎖、指(手、足) 観血的手指関節制動術 

K077 3 観血的関節制動術 肩鎖、指(手、足) 観血的足趾関節制動術 

K078 1 観血的関節固定術 肩、股、膝 観血的肩関節固定術 

K078 1 観血的関節固定術 肩、股、膝 観血的股関節固定術 

K078 1 観血的関節固定術 肩、股、膝 観血的膝関節固定術 

K078 2 観血的関節固定術 胸鎖、肘、手、足 観血的胸鎖関節固定術 

K078 2 観血的関節固定術 胸鎖、肘、手、足 観血的肘関節固定術 

K078 2 観血的関節固定術 胸鎖、肘、手、足 観血的手関節固定術 

K078 2 観血的関節固定術 胸鎖、肘、手、足 観血的足関節固定術 

K078 3 観血的関節固定術 肩鎖、指(手、足) 観血的肩鎖関節固定術 

K078 3 観血的関節固定術 肩鎖、指(手、足) 観血的手指関節固定術 

K078 3 観血的関節固定術 肩鎖、指(手、足) 観血的足趾関節固定術 

K080 1 関節形成手術 肩、股、膝 肩関節形成手術 

K080 1 関節形成手術 肩、股、膝 股関節形成手術 

K080 1 関節形成手術 肩、股、膝 膝関節形成手術 

K080 2 関節形成手術 胸鎖、肘、手、足 胸鎖関節形成手術 

K080 2 関節形成手術 胸鎖、肘、手、足 肘関節形成手術 

K080 2 関節形成手術 胸鎖、肘、手、足 手関節形成手術 

K080 2 関節形成手術 胸鎖、肘、手、足 足関節形成手術 

K080 3 関節形成手術 肩鎖、指(手、足) 肩鎖関節形成手術 

K080 3 関節形成手術 肩鎖、指(手、足) 手指関節形成手術 

K080 3 関節形成手術 肩鎖、指(手、足) 足趾関節形成手術 

K081 1 人工骨頭挿入術 肩、股 肩関節人工骨頭挿入術 

K081 1 人工骨頭挿入術 肩、股 股関節人工骨頭挿入術 

K081 2 人工骨頭挿入術 肘、手、足 肘関節人工骨頭挿入術 



 

 

K081 注 
緊急挿入加算（75 歳以上の大腿骨近位部骨

折、骨折後 48 時間以内） 

股関節緊急挿入加算（75 歳以上の大腿骨近位

部骨折、骨折後 48 時間以内） 

K082 1 人工関節置換術 肩、股、膝 肩関節人工関節置換術 

K082 1 人工関節置換術 肩、股、膝 股関節人工関節置換術 

K082 1 人工関節置換術 肩、股、膝 膝関節人工関節置換術 

K082 2 人工関節置換術 胸鎖、肘、手、足 肘関節人工関節置換術 

K082 2 人工関節置換術 胸鎖、肘、手、足 足関節、距骨周囲関節人工関節置換術 

K082 3 人工関節置換術 肩鎖、指（手、足） 手指関節人工関節置換術 

K082 3 人工関節置換術 肩鎖、指（手、足） 足趾関節人工関節置換術 

K082-2 1 人工関節抜去術 肩、股、膝 肩関節人工関節抜去術 

K082-2 1 人工関節抜去術 肩、股、膝 股関節人工関節抜去術 

K082-2 1 人工関節抜去術 肩、股、膝 膝関節人工関節抜去術 

K082-2 2 人工関節抜去術 胸鎖、肘、手、足 肘関節人工関節抜去術 

K082-2 3 人工関節抜去術_手指関節 手指関節人工関節抜去術 

K082-2 3 人工関節抜去術 肩鎖、指（手、足） 足関節、距骨周囲関節人工関節抜去術 

K082-2 3 人工関節抜去術_手指関節 足趾関節人工関節抜去術 

K082-3 1 人工関節再置換術 肩、股、膝 肩関節人工関節再置換術 

K082-3 1 人工関節再置換術 肩、股、膝 股関節人工関節再置換術 

K082-3 1 人工関節再置換術 肩、股、膝 膝関節人工関節再置換術 

K082-3 2 人工関節再置換術 胸鎖、肘、手、足 肘関節人工関節再置換術 

K082-3 2 人工関節再置換術 胸鎖、肘、手、足 足関節、距骨周囲関節人工関節再置換術 

K082-3 3 人工関節再置換術 肩鎖、指（手、足） 手指関節人工関節再置換術 

K082-3 3 人工関節再置換術 肩鎖、指（手、足） 足趾関節人工関節再置換術 

 

  



 

 

資料 ４.  

JCVSD データに基づく２０１９年４月から２０２１年３月に実施された単弁形成術の手術時間分布 

図 1． 単独僧帽弁手術の手術時間の分布 

  

図 2．単独大動脈弁手術の手術時間の分布 

 

図 3．単独三尖弁手術の手術時間の分布 

 

 



 

 

資料５．医療技術評価分科会提出資料 

 



 

 

  



 

 

 



 

 

  



 

 

 



 

 

  



 

 

 



 

 

  



 

 

 



 

 

  



 

 

【参考資料 1】 外保連 「整形外科領域の K コードを部位別に見直す検討会議」参加者名簿 

 

  学会名 参加者氏名 
（敬称略） 学会内及び外保連での職名 

1 日本整形外科学会 平泉裕 
社保委員長・外保連実務委員 

及び外保連処置委員長 

2 日本手外科学会 建部将広 実務委員(手外科) 

3 日本脊椎脊髄病学会 平井高志 
社保委員長(脊椎脊髄病) 

手術/処置委員(脊椎脊髄病) 

4 
日本骨折治療学会 

(兼・日本足の外科学会) 
西井幸信 

社保委員長(骨折治療学会) 

手術委員(足の外科) 

5 日本人工関節学会 平澤直之 実務委員(人工関節) 

オブザ

ーバー 

日本整形外科学会 

症例ﾚｼﾞｽﾄﾘｰ担当理事 
種市洋 

症例ﾚｼﾞｽﾄﾘｰ担当理事 

手術委員(脊髄障害) 

    

1 日本小児外科学会（WG 座長）  田中裕次郎 埼玉医科大学小児外科 

2 日本外科学会（手術委員長） 川瀬弘一 
聖マリアンナ医科大学小児外科・病院

経営管理室 

3 
日本インターベンショナルラジオ

ロジー学会（手術副委員長） 
水沼仁孝 那須赤十字病院放射線科 

4 班会議 （外保連会長） 岩中督 地方独立行政法人埼玉県立病院機構 

5 班会議 （外保連実務委員長） 瀬戸泰之 東京大学胃食道外科 

6 
班会議 （National Clinical 

Database） 
隈丸拓 

東京大学医学部附属病院医療品質評

価学講座 

オブザ

ーバー 
日本診療情報管理学会 荒井康夫 

北里大学病院医療支援部診療情報管

理室 

  




